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まえがき

本書は、国立環境研究所と宇宙開発事業団との共同研究 「MDS-2搭 載用ライダー実験

機器の実験運用及び評価手法の研究 (平成 11年 度)」 の成果を取りまとめたものであ

る。本共同研究の対象であるライダー実験機器(ELISE)は、ミッション実証衛星2号

(MDS-2)に搭載され平成 15年 頃の打ち上げを目指して開発が進められる計画であった

が、宇宙開発事業団における平成 11年 秋の衛星開発方針の大幅な見直しの中で、その開

発が凍結された。このため、本共同研究は1年 をもって終了することとなった。

その結果、当初計画した研究が必ずしも十分に達成されたとは言えない。しかしなが

ら、本研究の開始に至るまでにも、我が国の多くのライダー研究者の協力の下に衛星搭載

ライダーの検討を行ってきた経緯があり、本共同研究ではそれらをベースにすることに

よって、衛星搭載ライダーデータの利用に関する方向性を議論するには十分な成果を挙げ

ることができたと考えている。  ,

前述の通り、本共同研究のバックグランドとして、宇宙開発事業団の担当者はもとよ

り、国立研究機関、大学等の多くの研究者による長い間の共同作業があったことに言及し

ておきたい。

国立環境研究所では、平成3年度から6年度にかけて環境庁地球環境研究総合推進費に

よる研究の一環として、 「衛星搭載レーザーレーダーによる地球規模大気環境の評価に関

する研究」を行い、重要かつ最も実現性の高いミッションとして雲エアロゾル観測用の衛

星搭載ライダーの提案を行った。また、平成 10年 度からは、同じく環境庁地球環境研究

総合推進費による研究の一環として、 「衛星ライダーによるデータの利用に関する研究」

を行ってきている。これは、MDS-2搭 載用ライダー実験機器ELISEによる観測データの

科学的利用を念頭においたものであった。

一方、これと平行して平成 5年以来、地球環境観測委員会、そして地球科学技術フォー

ラム/地 球観測委員会において、ライダー研究者を中心として衛星搭載ライダーの検討作

業が進められた。また、延べ3回の国際ワークショップが開催され、海外のライダー研究

者の参加を得て、我が国が進めるべき衛星搭載ライダー計画の議論を行ってきた。

平成 9年 7月 、地球科学技術フォーラム/地 球観測委員会の実証衛星ミッション/

LIDARチ ームは、 「実証衛星搭載用ライダー提案書」を出版した。これは、宇宙開発事

業団が、実証衛星ミッションのひとつとして衛星搭載ライダーを取り上げ、西暦 2000

年代初頭の打ち上げを目指して検討を行っていることに呼応して、地球科学研究者の立場

から、実証衛星ライダーが搭載すべき機能についての提案を行ったものである。

平成 11年 度には国立環境研究所と宇宙開発事業団の共同研究契約が締結され、国立環

境研究所はデータ利用実証の研究を分担することとなった。また、国立研究機関 ・大学 。

気象庁等からの研究者、技術者の参画を得て、ELISEミッションチームを組織し、ELISE

によるデータ利用実証計画の検討、利用実証のための地上データシステムの検討を進めて

きた。その一環として、平成 12年 1月には海外から研究者を招聘して、ELISEワーク

ショップを開催した。その記録は、本報告書にまとめられている。



本報告書はそういう意味で、我が国の衛星ライダー研究者コミュニティの 10年 来の共

同作業と研究成果の取りまとめでもある。しかしながら、原稿作成においては国立環境研

究所の研究者が担当したので、もし内容に不備があるとすればその責めは我々が負うべき

ものである。

本報告書が将来の衛星搭載ライダー計画の立案 0推進に際し、基本的な考え方を提供す

るものとなることを願うものである。

笹野泰弘

国立環境研究所大気園環境部長
(宇宙開発事業団招聘研究員)
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